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ウ 出生記念苗木配付 
出生の記念として、申込みのあった方へ苗木を配付し、みどりに対する意識の向

上および啓発を図っています。 
平成 年度は春と秋に行い、 本の苗木を配付しました。 

 エ 緑化計画の事前協議 
区内で開発行為や建築行為を行うときは、その規模に応じて緑化に関する事前協

議をしなければなりません。 
 平成 年度は 件の緑化計画の事前協議がありました。 

 オ 樹木等伐採の届出  
基準以上の樹木・樹林を伐採しようとするときは、区長に届け出が必要です。 
また、伐採したときは代替の植栽に努めるものとしています。平成 年度は

件の届出がありました。 
 

⑶ 公共施設の緑化

平成 年度は、新たに学校３校でみどりのカーテンを実施しました。

学校以外の公共施設では、６か所でみどりのカーテン、１か所で壁面緑化、１か所

で屋上緑化、２か所でその他の緑化を実施しました。

このうち、公共施設の屋上緑化の一つとして、平成 年８月に区役所西庁舎 階

に開設した「ハーブテラス」は、ハーブや生け垣に適した樹木等を植栽した屋上庭園

で、壁面緑化の見本展示や太陽光パネルも設置しています。また、屋内には「環境情

報コーナー」を併設し、みどりや環境に関する啓発も行っています。

区役所西庁舎のハーブテラス
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第２項 ねりまの水辺環境

１ 区内の河川等の水質

区では、昭和 年から区内の公共用水域の水質を毎年定期的に調査・監視していま

す。

⑴ 環境基準

水質汚濁に関する環境基準は、「人の健康の保護に関する環境基準」（以下「健康項

目」といいます。）と、「生活環境の保全に関する環境基準」（以下「生活環境項目」と

いいます。）が設定されています。

健康項目はいずれも発癌性や急性・慢性毒性等があり、人だけでなくすべての生き

ものにとって有害であるため、常にこの基準値以下でなければなりません。生活環境

項目は水の性質や見た目の清浄さを表し、利用目的等を考慮してＡＡ～Ｅまでの６類

型に分けて基準値が設定されています。

ともにＥ類型に指定されていた石神井川と白子川も、水質の改善によって平成９年

５月から石神井川がＣ類型に、白子川がＤ類型にそれぞれ改定され、より厳しい基準

の達成が求められることとなりました。

⑵ 調査地点と調査項目

平成 年度は、石神井川、白子川、千川上水、石神井池等の 地点（図１）で、

６･９･ ･２月の４回調査しました。

ア 健康項目

カドミウム、ヒ素、鉛などについて調査しましたが、全調査月の全調査地点にお

いて環境基準値に適合していました。 
イ 生活環境項目

ｱ ｐＨ 水素イオン濃度 環境基準：石神井川 ～ ，白子川 ～

９月の石神井川の溜渕橋で環境基準よりも酸性となりました。採水日まで５日ほ

ど続いた降雨の影響と考えられます。

ｲ ＢＯＤ 汚れの指標 環境基準：石神井川５ ℓ，白子川８ ℓ以下

石神井川、白子川ともに環境基準値を下回りました。

ｳ ＳＳ 浮遊物質 環境基準：石神井川 ℓ以下，白子川 ℓ以下

石神井川、白子川ともに環境基準値を下回りました。

ｴ ＤＯ 溶存酸素 環境基準：石神井川５ ℓ以上，白子川２ ℓ以上

石神井川、白子川ともに環境基準値を満たしました。

また、千川上水と石神井池等については生活環境項目の環境基準値は設定されてい

ませんが、千川上水では白子川 Ｄ類型 の基準値を満たしていました。池ではｐＨや

ＣＯＤ 汚れの指標 が高い傾向にあります。
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ウ 経年変化

石神井川、白子川ともに、下水道が完備し、大雨後の下水道越流水以外の生活排

水は流入しなくなりました。そのため、平成 年頃までにかけて水質の改善が続き、

以降はほぼ横ばいで推移しています。

図１ 区内の河川・池と水質調査場所

部分は暗渠もしくは、かつての河川等を表しています 
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⑶ 石神井川の水質調査結果

護岸壁や河床からの湧水の流入も多く、水質は良好です。

 

※ 網掛けは環境基準値を満たさなかった測定値を示します。 

測定時刻

天候 ―

気温 ℃

水温 ℃

水色 ―

臭気 ―

透視度 度

平均水深 ㎝

平均流速 ㎧

流量 ㎥/s

ｐＨ ―

ＤＯ ㎎/ℓ

ＢＯＤ ㎎/ℓ

ＣＯＤ ㎎/ℓ

ＳＳ ㎎/ℓ

塩化物イオン ㎎/ℓ

全燐 ㎎/ℓ

全シアン ㎎/ℓ

大腸菌群数 MPN/100mℓ

ふん便性
大腸菌群

個/100mℓ

アンモニア
性窒素

㎎/ℓ

亜硝酸性窒素 ㎎/ℓ

硝酸性窒素 ㎎/ℓ

有機体窒素 ㎎/ℓ

全窒素 ㎎/ℓ

カドミウム ㎎/ℓ

鉛 ㎎/ℓ

砒素 ㎎/ℓ

総水銀 ㎎/ℓ

全クロム ㎎/ℓ

四塩化炭素 ㎎/ℓ

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/ℓ

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/ℓ

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ㎎/ℓ

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/ℓ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/ℓ ― ― ― ―― ― ― ― ― ―

― ― ― ―― ― ― ― ― ―

― ― ― ―― ― ― ― ― ―

― ― ― ―― ― ― ― ― ―

― ― ― ―― ― ― ― ― ―

― ― ― ―― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ―― ― ― ― ―

― ― ― ― ―― ― ― ― ―

― ― ― ― ―― ― ― ― ―

― ― ― ― ―― ― ― ― ―

― ― ― ― ―― ― ― ― ―

― ―― ―

― ―― ―

― ―― ―

― ―― ―

― ―― ―

1.1×10 ― ― ― ―― ― ― ― 1.0×10 1.1×10
４

3.3×10
４ ― ― ― ―― ― ― ― 7.9×10 3.3×10

４

― ―― ―

無臭 無臭 無臭 微藻臭 無臭 無臭微藻臭 無臭 無臭 無臭 無臭 微藻臭

無色
透明

淡茶
色濁

無色
透明

淡黄色
無色
透明

無色
透明

淡灰黄
緑色濁

無色
透明

無色
透明

無色
透明

淡灰黄
緑色濁

無色
透明

晴 晴 晴 曇 晴 晴晴 晴 晴 晴 晴 晴

11月 2月 6月 9月 11月 2月6月 9月 11月 2月 6月 9月

項目 単位

石神井川　（河川C類型）

溜渕橋 南田中橋 栗原橋
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⑷ 白子川の水質調査結果

護岸壁や河床からの湧水の流入も多く、水質は良好です。

 
 

測定時刻

天候 ―

気温 ℃

水温 ℃

水色 ―

臭気 ―

透視度 度

平均水深 ㎝

平均流速 ㎧

流量 ㎥/s

ｐＨ ―

ＤＯ ㎎/ℓ

ＢＯＤ ㎎/ℓ

ＣＯＤ ㎎/ℓ

ＳＳ ㎎/ℓ

塩化物イオン ㎎/ℓ

全燐 ㎎/ℓ

全シアン ㎎/ℓ

大腸菌群数 MPN/100mℓ

ふん便性
大腸菌群

個/100mℓ

アンモニア
性窒素

㎎/ℓ

亜硝酸性窒素 ㎎/ℓ

硝酸性窒素 ㎎/ℓ

有機体窒素 ㎎/ℓ

全窒素 ㎎/ℓ

カドミウム ㎎/ℓ

鉛 ㎎/ℓ

砒素 ㎎/ℓ

総水銀 ㎎/ℓ

全クロム ㎎/ℓ

四塩化炭素 ㎎/ℓ

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/ℓ

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/ℓ

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ㎎/ℓ

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/ℓ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/ℓ ― ― ― ―― ― ― ―

― ― ― ―― ― ― ―

― ― ― ―― ― ― ―

― ― ― ―― ― ― ―

― ― ― ―― ― ― ―

― ― ― ―― ― ― ―

― ― ― ― ―― ― ― ― ―

― ― ― ― ―― ― ― ― ―

― ― ― ― ―― ― ― ― ―

― ― ― ― ―― ― ― ― ―

― ― ― ― ―― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―1.3×10
４ ― ―

― ― ― ― ― ―3.3×10 4.9×10 7.0×10
４ ― ―

― ― ― ―

無臭 微藻臭 無臭 無臭 無臭 無臭無臭 無臭 無臭 無臭 微藻臭 無臭

無色
透明

無色
透明

無色
透明

淡黄色
無色
透明

無色
透明

無色
透明

無色
透明

無色
透明

無色
透明

無色
透明

無色
透明

晴 晴 晴 雨 晴 晴晴 曇 晴 晴 晴 曇

11月 2月 6月 9月 11月 2月6月 9月 11月 2月 6月 9月

大泉氷川橋 新東埼橋項目 単位

白子川　（河川D類型）

緑橋
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⑷ 白子川の水質調査結果

護岸壁や河床からの湧水の流入も多く、水質は良好です。

 
 

測定時刻

天候 ―

気温 ℃

水温 ℃

水色 ―

臭気 ―

透視度 度

平均水深 ㎝

平均流速 ㎧

流量 ㎥/s

ｐＨ ―

ＤＯ ㎎/ℓ

ＢＯＤ ㎎/ℓ

ＣＯＤ ㎎/ℓ

ＳＳ ㎎/ℓ

塩化物イオン ㎎/ℓ

全燐 ㎎/ℓ

全シアン ㎎/ℓ

大腸菌群数 MPN/100mℓ

ふん便性
大腸菌群

個/100mℓ

アンモニア
性窒素

㎎/ℓ

亜硝酸性窒素 ㎎/ℓ

硝酸性窒素 ㎎/ℓ

有機体窒素 ㎎/ℓ

全窒素 ㎎/ℓ

カドミウム ㎎/ℓ

鉛 ㎎/ℓ

砒素 ㎎/ℓ

総水銀 ㎎/ℓ

全クロム ㎎/ℓ

四塩化炭素 ㎎/ℓ

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/ℓ

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/ℓ

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ㎎/ℓ

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/ℓ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/ℓ ― ― ― ―― ― ― ―

― ― ― ―― ― ― ―

― ― ― ―― ― ― ―

― ― ― ―― ― ― ―

― ― ― ―― ― ― ―

― ― ― ―― ― ― ―

― ― ― ― ―― ― ― ― ―

― ― ― ― ―― ― ― ― ―

― ― ― ― ―― ― ― ― ―

― ― ― ― ―― ― ― ― ―

― ― ― ― ―― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―1.3×10
４ ― ―

― ― ― ― ― ―3.3×10 4.9×10 7.0×10
４ ― ―

― ― ― ―

無臭 微藻臭 無臭 無臭 無臭 無臭無臭 無臭 無臭 無臭 微藻臭 無臭

無色
透明

無色
透明

無色
透明

淡黄色
無色
透明

無色
透明

無色
透明

無色
透明

無色
透明

無色
透明

無色
透明

無色
透明

晴 晴 晴 雨 晴 晴晴 曇 晴 晴 晴 曇

11月 2月 6月 9月 11月 2月6月 9月 11月 2月 6月 9月

大泉氷川橋 新東埼橋項目 単位

白子川　（河川D類型）

緑橋
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⑸ 千川上水の水質調査結果

東京都が「清流復活事業」として、玉川上水を経て下水高度処理水を流しています。

水質は良好ですが、下水処理水であるために栄養塩類（全リンと塩化物イオン）の濃

度が高くなっています。

 
 

 
 

測定時刻

天候 ―

気温 ℃

水温 ℃

水色 ―

臭気 ―

透視度 度

平均水深 ㎝

平均流速 ㎧

流量 ㎥/s

ｐＨ ―

ＤＯ ㎎/ℓ

ＢＯＤ ㎎/ℓ

ＣＯＤ ㎎/ℓ

ＳＳ ㎎/ℓ

塩化物イオン ㎎/ℓ

全燐 ㎎/ℓ

無臭 無臭 無臭 無臭

淡黄茶色濁 淡黄褐色濁 淡茶褐色 淡茶褐色濁

晴 晴 曇 晴

6月 9月 11月 2月

伊勢橋項目 単位

千川上水
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⑹ 池の水質調査結果

石神井池、三宝寺池（ともに都立石神井公園内）および富士見池（区立武蔵関公園

内）の３池とも水の入れ替えがほとんどなく、水質は富栄養状態になりやすい状況で

す。富栄養化が進むと、特に夏場、藍藻類などの植物プランクトンが大量に発生しや

すくなり、アオコの発生の原因となって悪臭を生じることがあります。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

測定時刻

天候 ―

気温 ℃

水温 ℃

水色 ―

臭気 ―

透視度 度

ｐＨ ―

ＤＯ ㎎/ℓ

ＢＯＤ ㎎/ℓ

ＣＯＤ ㎎/ℓ

ＳＳ ㎎/ℓ

塩化物イオン ㎎/ℓ

全燐 ㎎/ℓ

アンモニア
性窒素

㎎/ℓ

亜硝酸性窒素 ㎎/ℓ

硝酸性窒素 ㎎/ℓ

有機体窒素 ㎎/ℓ

全窒素 ㎎/ℓ

無臭 水藻臭 微藻臭 無臭無臭 無臭 微藻臭 微藻臭 無臭 無臭微藻臭 無臭

淡黄緑
色濁

暗黄緑
色濁

淡黄緑
色濁

淡黄緑
色濁

淡黄緑
色濁

暗黄茶
色濁

淡黄緑
色濁

暗黄緑
色濁

淡黄緑
色濁

淡黄緑
色濁

淡黄緑
色濁

暗黄緑
色濁

晴 晴 晴 晴晴 晴 晴 晴 晴 晴晴 晴

6月 9月 11月 2月11月 2月 6月 9月 11月 2月6月 9月

石神井池 三宝寺池 富士見池項目 単位

池
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⑹ 池の水質調査結果

石神井池、三宝寺池（ともに都立石神井公園内）および富士見池（区立武蔵関公園

内）の３池とも水の入れ替えがほとんどなく、水質は富栄養状態になりやすい状況で

す。富栄養化が進むと、特に夏場、藍藻類などの植物プランクトンが大量に発生しや

すくなり、アオコの発生の原因となって悪臭を生じることがあります。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

測定時刻

天候 ―

気温 ℃

水温 ℃

水色 ―

臭気 ―

透視度 度

ｐＨ ―

ＤＯ ㎎/ℓ

ＢＯＤ ㎎/ℓ

ＣＯＤ ㎎/ℓ

ＳＳ ㎎/ℓ

塩化物イオン ㎎/ℓ

全燐 ㎎/ℓ

アンモニア
性窒素

㎎/ℓ

亜硝酸性窒素 ㎎/ℓ

硝酸性窒素 ㎎/ℓ

有機体窒素 ㎎/ℓ

全窒素 ㎎/ℓ

無臭 水藻臭 微藻臭 無臭無臭 無臭 微藻臭 微藻臭 無臭 無臭微藻臭 無臭

淡黄緑
色濁

暗黄緑
色濁

淡黄緑
色濁

淡黄緑
色濁

淡黄緑
色濁

暗黄茶
色濁

淡黄緑
色濁

暗黄緑
色濁

淡黄緑
色濁

淡黄緑
色濁

淡黄緑
色濁

暗黄緑
色濁

晴 晴 晴 晴晴 晴 晴 晴 晴 晴晴 晴

6月 9月 11月 2月11月 2月 6月 9月 11月 2月6月 9月

石神井池 三宝寺池 富士見池項目 単位

池
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２ 水生生物調査

水質の向上により、区内の河川では魚類を始め、様々な水生生物が見られるようにな

ってきました。そこで、平成７年度から水生生物調査を行っています。

平成 年度の調査では、石神井川は南田中橋付近、白子川は源流である大泉井頭公

園から宮本橋までを調査しました。調査方法は、目視による方法と手網（タモ網）を使

用して捕獲する方法です。

石神井川・白子川では水生植物の群生がある場所などで魚類･甲殻類などが捕獲・確

認されています。都内では貴重と思われる水生生物が引き続き確認される一方で、平成

年６月に施行された特定外来種法で指定されている生物（植物）も確認されていま

す。今後はその河川固有の生物がすみ続けられるように環境の整備・保全が課題になり

ます。

平成 年３月から区役所本庁舎１階アトリウムに魚類を中心とした生物の水槽や、

区内の河川の生物についてのパネルを展示しています。

 
 
 
 

※ 

石神井川の調査地点：南田中橋付近 

 白子川の調査地点：源流から宮本橋まで 

 

宮本橋 
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種類
石神井川

南田中橋付近
白子川

源流部～宮本橋

調査日 6月17日 10月27日

アブラハヤ

モツゴ

タモロコ

ヌマエビ 1000＜

アメリカザリガニ

ヒル

アメンボ

アサギマダラ

オオカナダモ ○

オランダガラシ（クレソン） ○ ○

ミクリ類 ○ ○

ウィローモス ○

オオフサモ* ○

ミズキンバイ ○

ミズヒマワリ* ○

ヒメガマ ○

ヤナギモ（アイノコイトモ） ○

ヨシ ○ ○

オランダカイウ(カラー) ○

ホテイアオイ ○

ギシギシ ○ ○

トキワツユクサ ○

セリ ○

ウキヤガラ ○

カンガレイ ○

キショウブ ○

カワヂシャ ○

オオカワヂシャ* ○ ○

イネ科 ○

カヤツリグサ科 ○

魚類

甲殻類等

植物

平成 年度 水生生物調査確認一覧

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 「～の仲間」とした種類は種まで同定できなかったものです。 

※ 「～類」とした種類は「～類」までしかわからなかったものです。 

※ ヤナギモとアイノコイトモの区別は難しいため、ヤナギモ(アイノコイトモ)としました。 

※ 「＊」がついているものは特定外来生物です。 

 

- 86 -



- 86 - 
 

種類
石神井川

南田中橋付近
白子川

源流部～宮本橋

調査日 6月17日 10月27日

アブラハヤ

モツゴ

タモロコ

ヌマエビ 1000＜

アメリカザリガニ

ヒル

アメンボ

アサギマダラ

オオカナダモ ○

オランダガラシ（クレソン） ○ ○

ミクリ類 ○ ○

ウィローモス ○

オオフサモ* ○

ミズキンバイ ○

ミズヒマワリ* ○

ヒメガマ ○

ヤナギモ（アイノコイトモ） ○

ヨシ ○ ○

オランダカイウ(カラー) ○

ホテイアオイ ○

ギシギシ ○ ○

トキワツユクサ ○

セリ ○

ウキヤガラ ○

カンガレイ ○

キショウブ ○

カワヂシャ ○

オオカワヂシャ* ○ ○

イネ科 ○

カヤツリグサ科 ○

魚類

甲殻類等

植物

平成 年度 水生生物調査確認一覧

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 「～の仲間」とした種類は種まで同定できなかったものです。 

※ 「～類」とした種類は「～類」までしかわからなかったものです。 

※ ヤナギモとアイノコイトモの区別は難しいため、ヤナギモ(アイノコイトモ)としました。 

※ 「＊」がついているものは特定外来生物です。 
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３ 河川流域協議会 

  河川の水質向上は、一つの自治体だけでなく、流域の自治体が相互に協力し、水質浄

化対策を広域的に推進していくことが効果的です。 

⑴ 隅田川水系浄化対策連絡協議会

この協議会は、隅田川とその支流である新河岸川、石神井川、白子川の流域自治体

９区（中央区・台東区・墨田区・江東区・北区・荒川区・板橋区・練馬区・足立区）

が集まり、隅田川水系流域の一層の水質浄化および水辺環境の改善を目的として活動

を続けています。この協議会は昭和 年に発足し、練馬区は昭和 年から参加して

います。

平成 年度も引き続き、視察会や合同水質調査を行い、事業報告書をまとめました。

⑵ 石神井川流域環境協議会

この協議会は、現在、流域５自治体（小平市・西東京市・練馬区・板橋区・北区）

で構成しています。これまで、この協議会は流域全体を見通した水質調査･生物調査・

ＰＲ冊子「ふれあい石神井川散策マップ」の発行･講演会・見学会などを実施してきま

した。また、石神井川流域の下水道が完備され、平常時の水質も改善が進み、生物も

見られるようになっています。

平成 年度も引き続き、視察会や合同水質調査を行い、事業報告書をまとめました。

⑶ 白子川流域環境協議会 
この協議会は、流域３自治体（練馬区・和光市・板橋区）で構成しています。白子

川は、昭和 年代まで生活排水の流入などで汚染が進んでいました。その後、流域の

下水道が完備され水質も改善されてきています。

平成 年度も引き続き、視察会や合同水質調査を行い、事業報告書をまとめました。
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